
　

今
回
で
14
回
目
を
迎
え
た
「
中
学
生
模
擬
議
会
」
が
開
か
れ
、
市
内
３
校
か
ら
議
員
役
と

傍
聴
者
役
を
合
わ
せ
て
計
52
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
議
員
役
の
生
徒
か
ら
８
人
が

登
壇
し
、〝
中
学
生
議
員
〞と
し
て
地
域
の
将
来
を
考
え
た
質
問
を
市
長
ら
に
行
い
ま
し
た
。

将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の〝
声
〞

　

登
壇
し
た
中
学
生
議
員
の
質
問
や

意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
側
の
答

弁
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
八
日
市
場
駅
」
を
中
学
生
と
し

て
盛
り
上
げ
る
方
法
に
つ
い
て

八
日
市
場
第
一
中
・
滝
田　

匠
た
く
み

さ
ん

　

Ｊ
Ｒ
八
日
市
場
駅
の
周
り
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
掃
除
や
花
植
え
を
行
い
、
ま

た
、
駅
施
設
内
に
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

八
日
市
場
駅
な
ど
の
環

境
美
化
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
が
駅
に
対
す
る
愛
着
を
深
め

る
上
で
、
大
変
有
効
な
方
法
だ
と
思
い

太
田
市
長

　
「
た
だ
今
か
ら
匝
瑳
市
中
学
生
模

擬
議
会
を
開
会
し
ま
す
」。
通
常
の

市
議
会
の
雰
囲
気
と
は
異
な
り
、
議

席
や
傍
聴
席
に
座
る
の
は
市
内
の
中

学
生
た
ち
の
姿

―
。

　

中
学
３
年
生
が
市
議
会
の
運
営
を

体
験
す
る
「
中
学
生
模
擬
議
会
」
が

11
月
５
日
に
開
か
れ
、「
地
方
政
治

と
自
治
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
会
の
役

割
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

ま
す
。

　

待
合
室
や
ホ
ー
ム
の
壁
な
ど
へ
掲
示

す
る
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
承
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
駅
施
設
な
ど
の
清
掃
や
花

の
植
栽
と
い
っ
た
中
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
で
は
「
匝
瑳
市
市
民
提
案
型
事

業
」
と
い
う
制
度
を
設
け
、
地
域
の
問
題

解
決
や
活
性
化
を
図
る
た
め
に
自
ら
が

企
画
・
提
案
、
実
施
す
る
事
業
に
対
し

て
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
活
動
を
支
援
す
る
「
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
市
役
所
内
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
制
度
や
施
設
を

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

成
人
式
の
実
施
に
つ
い
て

八
日
市
場
第
二
中
・
河
澄 

勇ゆ
う

磨ま

さ
ん

　

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
が
、
成
人
式
も
18
歳
の
時
点
で
行

う
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
中
学
生
や

高
校
生
の
意
見
を
式
の
運
営
に
取
り
入

れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

改
正
民
法
が
令
和
４

年
に
施
行
さ
れ
、
成
年
年
齢（
成
人
年
齢
）

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
成
人
式
に
関
し
て
は
、
法

律
に
よ
る
決
ま
り
は
な
い
た
め
、
各
市

町
村
の
判
断
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

二
村
教
育
長

地域の将来を考え 真剣質問
第14回中学生模擬議会

市長（手前）の答弁を真剣に
書きとめる中学生議員
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市
で
は
、
成
人
の
日
の
前
日
に
当
た
る
１

月
の
第
２
日
曜
日
に
、
実
行
委
員
会
の

企
画
・
運
営
に
よ
り
、
式
典
を
挙
行
し

て
い
ま
す
。
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
場
合
、
成
年
の
多
く
が
高
校
に
在

学
し
、
受
験
や
就
職
の
時
期
と
重
な
っ

て
し
ま
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

成
人
式
は
人
生
の
節
目
を
祝
う
重
要

な
式
典
で
も
あ
る
の
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
広
く
市
民
の
意
見
な
ど
を
伺

い
な
が
ら
、
匝
瑳
市
な
ら
で
は
の
充
実
し

た
式
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

飯
高
檀
林
跡
の
活
用
に
つ
い
て

八
日
市
場
第
二
中
・
勝
股 

拓た
く

哉や

さ
ん

　

飯
高
檀
林
を
建
て
た
、
現
在
の
立
正

大
学
と
提
携
し
、
檀
林
本
来
の
目
的
で

あ
る
教
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

飯
高
檀
林
は
、
立
正

大
学
の
資
料
に
よ
る
と
、
天
正
８
年
の
創

建
か
ら
明
治
８
年
に
廃
檀
と
な
る
ま
で

の
２
９
５
年
に
わ
た
り
、
日
蓮
宗
の
最
高

教
育
機
関
と
し
て
多
く
の
僧
侶
が
学
ん

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
飯
高
寺
の
講
堂
、
鐘
楼
、
鼓

楼
、
総
門
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
他
、
そ
の
周
辺
区
域
は
、

良
好
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
た

め
、
県
の
郷
土
環
境
保
全
地
域
に
も
指

定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
貴
重
な
文
化
・

観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
飯
高
寺
を
中
心

に
郷
土
の
歴
史
や
自
然
な
ど
を
学
ぶ
「
檀

林
大
学
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大

学
は
４
年
制
で
年
４
回
の
講
義
を
行
っ
て

二
村
教
育
長

お
り
、
現
在
、
立
正
大
学
か
ら
講
師
を

招
い
て
講
義
が
開
け
る
よ
う
調
整
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

飯
高
寺
の
協
力
の
下
、
立
正
大
学
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
今
後
も
飯
高

檀
林
跡
の
有
効
活
用
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
植
木
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

野
栄
中
・
鵜
之
澤 

海か
い

さ
ん

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
会
場
に
匝
瑳
市
の
植
木

を
使
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
贈
呈
し
、

植
木
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

匝
瑳
市
は
、
全
国
有
数

の
植
木
の
生
産
地
で
あ
り
、
千
葉
県
が

認
定
し
て
い
る
植
木
伝
統
樹
芸
士
61
人

の
う
ち
、
38
人
が
本
市
の
生
産
者
で
す
。

ま
た
、
県
が
選
定
し
た
植
木
銘
木
１
０
０

選
で
も
、
本
市
の
植
木
60
本
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
植
木
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
競
技
会

場
の
一
つ
で
あ
る
幕
張
メ
ッ
セ
付
近
の
県

道
に
、
昨
年
６
月
、
マ
キ
の
造
形
木
３
本

太
田
市
長

が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
バ

く
ん
の
姿
を
か
た
ど
っ
た
、
匝
瑳
市
植
木

組
合
制
作
の
ト
ピ
ア
リ
ー
※

が
同
じ
場
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
期
間
中

は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

す
の
で
、
伝
統
的
な
マ
キ
の
造
形
木
と
と

も
に
現
代
的
な
ト
ピ
ア
リ
ー
が
植
木
の

持
つ
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
、

本
市
の
植
木
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
樹
木
を
刈
り
込
ん
で
立
体
的
に
仕
上
げ
た
造
形

物
の
こ
と
。

飯高檀林跡の活用について質問した
勝股さん（八日市場第二中）

生徒を代表して謝辞を述べた
長谷川大悟さん（八日市場第一中）

　市議会12月定例会が12月６日（金）
から23日（月）まで開催予定です。日
程などの詳細は議会事務局（☎73－
0099）までお問い合わせください。
■議会は傍聴できます
　年４回（３月・６月・９月・12月）
開催される定例会や臨時会は、議場で
どなたでも傍聴することができます。

市議会12月定例会が開催されます

模擬議会終了後、市長、議長、副市長、教育長を囲み全員で記念撮影

八日市場第一中学校（７人）…石毛晃希、川口葵、小
松崎梓、齋藤惺、滝田匠、長谷川大悟、日色ここの

八日市場第二中学校（14人）…荒木颯太、井口咲希、
石原悠吾、大木萌加、勝股拓哉、河澄勇磨、東城慧、
齊藤香澄、齋藤望愛、土佐美優、林新大、中村よしの、
野村心瑚、矢部歩

野栄中学校（５人）…宇井敦基、鵜之澤海、鵜ノ澤優光、
髙井凜、林理瑚

出席した中学生議員（敬称略）

　大勢の前で発言した本
番は、緊張して話し方が
早くなってしまいました。
議長役をする前はすごく
緊張して、“自分にでき
るのかな”と不安でした
が、うまく務めることが
できました。匝瑳市をよ
り良くするために、今回
の経験を生かしていきた
いです。

　今回の体験で市議会の
役割などを知ることがで
き、とても良い経験にな
りました。リハーサルで
は少し早口になってしま
ったので、本番ではゆっ
くり話すことを意識しま
した。将来、選挙権を持
ったときに、この経験を
生かして政治などに関心
を持っていきたいです。

副議長役を務めた

髙井　凜
りん

さん（野栄中）

議長役を務めた

東城　慧
けい

さん（八日市場第二中）

議
長
席
に
座
っ
た

議
長
席
に
座
っ
た

感
想
は
？

感
想
は
？
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